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            令和６年１１月２２日 

 

杉戸町議会議長 

伊藤 美佐子 様 

 

                      議席番号４番 久松 祐樹  

 

政務活動結果報告書 

 

下記の通り、視察を行いましたので、報告いたします。 

 

１．視察日: 令和６年１１月７日（木）～８日（金）の２日間 

 

２．視察者：無会派 久松祐樹 

 

３．視察先 

 （１）１１月７日（木） 

    大阪府寝屋川市 寝屋川市役所  

 （２）１１月８日（金） 

    奈良県三宅町 三宅町交流まちづくりセンターＭｉｉＭｏ 

 

４．視察内容 

 （１）大阪府寝屋川市 

   ・子どもたちをいじめから守るための取組 

 （２）奈良県三宅町 

   ・住民主体の町づくり体制 

 

５．視察状況 

別紙第１、別紙第２のとおり 

添付書類 

別紙第１ 寝屋川市視察状況 

     別紙第２ 三宅町視察状況 

 

 

写 
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  別紙第１ 

寝屋川市における視察状況 

 

１、背景 

全国的にいじめの認知件数は年々増加していますが、今まで認知されなかった 

いじめが認知されるようになり、件数が増加したことも要因にあります。しかし、

いじめは学校教育の大きな課題のひとつであり、認知されたいじめをどのように 

解決していくか、またいじめを未然に防ぐにはどうしたら良いのかを杉戸町におい

てもより一層に考えていく必要があると思っています。 

 

２、目的 

大阪府寝屋川市では、認知したいじめ全件について、1か月以内にいじめ行為を

停止させ、全件でいじめの終結を確認しています。学校・行政等、どのような取組

をされているのかを調査し、いじめから子どもたちを守る体制の強化を目指すため

の取組に研究していきたいためです。 
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３、内容と成果 

教育的アプローチの限界 

寝屋川市では、学校・教育委員会における通常のいじめ対応（教育的アプローチ）

では、子どものＳＯＳに十分に対応できないことから、令和元年１０月に監察課を

設置し、市長部局によるいじめ対応（行政的アプローチ）を取り入れています。  

監察課は、学校・教育委員会の対応とは関係なく、市役所職員が被害者に直接的に

対応しており、監察課が独自で入手した 1 次データに基づき対応されています。 

監察課の目的はいじめを人権問題として捉え、1か月以内にいじめを即時停止させ

ることです。「２、目的」で述べたように、認知したいじめ全件について、1 か月 

以内にいじめ行為を停止させ、全件でいじめの終結を確認しています。終結とは、

いじめ行為の停止後３か月を学校で見守り、再発がないことを指します。教育的 

アプローチと行政的アプローチを並走させる意義は、第三者的視点でいじめ対応の

不備をチェックできたり、第三者的視点で事後の検証を実施でき、教育的アプロー

チと行政的アプローチの２つのルートを提示することで、相談者が望む形の解決を

選択でき、教職員等との問題にも対応ができることです。また、教職員の負担軽減

や専門的な対応もできます。寝屋川市では、各種対策を打ってきたにもかかわらず、

長年いじめ問題が繰り返されてきた原因の一つは、教育的アプローチか行政的アプ

ローチかのどちらかひとつのみを強化してきたこととされており、２つのアプロー

チを並走させています。 
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法的アプローチという最後の手段 

さらに、教育的問題としてのいじめ（教育的アプローチ）・人権問題としての  

いじめ（行政的アプローチ）対応に加えて、いじめを法的問題としても捉えていま

す。教育的アプローチ・行政的アプローチによる解決が難しいときには、最後の  

手段として、賠償請求などの民事訴訟や刑事告訴の支援、最大３０万円の弁護士 

費用を補助する法的アプローチによる対応も行っています。転校先の学校生活に 

おける費用の支援や被害を受けた物品の買換えに要する購入費の支援も行って 

います。法的アプローチを実施した事例は令和４年度に１件ありました。いじめ 

問題を教育・行政・司法の側面から捉え、各々の役割を果たしながら解決を図って

おります（いじめ対応の三権分立）。３段階アプローチは第２段階の行政的アプロ

ーチからも可能であり、監察課に直接相談することもできます。 
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早期発見のための情報収集と子どもたちをいじめから守るための条例 

いじめを早期発見するための情報収集といじめの抑止のために、「攻めの情報 

収集」として、毎月１回、市立の全児童・生徒にいじめ通報促進チラシを配布され

ています。令和５年度は監察課に１３７件（いじめ以外の相談を含む）の相談が  

あり、チラシによる相談は４６件でした。４６件の内訳は本人による案件が２４件、

保護者による案件が９件、クラスメイトによる案件が１３件でした。いじめ通報 

促進チラシ以外の相談は、メール・来庁による案件が２３件、フリーダイヤルに  

よる案件が４９件、いじめ通報アプリによる案件が１６件、ＬＩＮＥ相談による 

案件が３件でした。いじめ通報促進チラシには氏名記載の欄がありますが、匿名で

の相談も可能です。いじめを絶対に許さない！すぐに動きます！といじめの即時 

停止に力を入れております。いじめの未然防止への取組は、子どもが主体的に防止

するために、小６と中３の児童・生徒に暴力防止プログラムを行い、その後に監察

課が直接訪問されています。 

 

「子どもたちをいじめから守るための条例」がされており、いじめが子どもたち

への人権侵害に関する問題であることに鑑み、いじめゼロに向け市長部局で新たな

取組を行うべく、児童等の命と尊厳を守るため、いじめの防止に関し必要事項を 

定めています。特徴としては、保護者及び地域住民の責務の明示と市長の権限明示

です。前者は、寝屋川市に対し、いじめに関する情報提供を行う責務（努力義務）

を負うこと、後者は、いじめの防止の申出があったときの必要な調査を行うことが

でき、市長より学校その他の寝屋川市の機関に対し、児童等に対する見守り、いじ

め防止の環境整備、訓告・別室指導その他の懲戒、出席停止、学級替え、転校の   

相談及び支援等の措置を講ずべきこと勧告できます。 
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４、所見 

いじめを人権問題として、絶対に許さない！という姿勢で、いじめから子ども 

たちを守るための取組はとても重要だと思っております。寝屋川市では、教育的 

アプローチでは、子どものＳＯＳに十分に対応できないことから、監察課を設置し

ております。監察課の設置の意義のひとつは、相談先の選択肢を増やすことであり、

相談者にとって相談しやすい環境の整備です。それが、学校側の負担軽減にも繋が

っており、学校・行政・家庭それぞれにメリットがあり、認知したいじめの全件の

終結にも繋がっていると思います。また、最後の手段として法的アプローチを取り

入れ、いじめは法的問題であるという強い認識があります。 

一点気になっているのは、早期発見のための情報収集は重要でありますが、いじ

め通報促進チラシの「通報」です。もちろん、いじめは悪いことであり、悪いこと

をしたら通報されるのは間違いではないと思います。しかし「通報されるからいじ

めをしてはいけない」という認識になっているところはないかが疑問点です。  

「通報されるからやってはいけない」ではなく、「いじめはやってはいけないこと

だからしてはいけない」という認識が子どもたちに十分に伝わっているかという 

ところです。未然防止への取組として、暴力防止プログラムなどをされていますが、

指導を受けた加害者がターゲットを変えていじめを行い、別の被害者が出ている 

ともお話がありました。やって良い事と悪い事、善悪の基準を子どもたちに伝えて

いくことが、いじめ問題の解決にはとても大切だと考えております。寝屋川市の 

ように、いじめを人権問題として、絶対に許さない！という取組は非常に素晴らし

いものであり、杉戸町においても必要だと思っております。子どもたちを本気で 

守ってくれる人がいることや場所があることは、子どもたちの成長にとって不可欠

であると思っております。 

 

寝屋川市の参考データ（令和 6年 4月 1日現在） 

〇人口 ２２５,１４０人 

〇世帯 １１２,８３５世帯 

〇市内の公立小中学校数と児童生徒数 約１５,０００人 

小学校 ２４校１０,１１０人 

中学校 １２校５,１７０人 

〇市で認知したいじめ事案（市全体の数値） 

令和元年度 １７２件 

令和２年度 １６９件 

令和３年度 １８３件 

令和４年度 ３３７件 

令和５年度 ４３１件 

（令和元年度から令和３年度はコロナウイルスの影響もあった） 

                                 



7 
 

別紙第２ 

三宅町における視察状況 

 

１、背景 

「私たちの声が町に届いていない」 

地域の方々から、こんな声をお聞きすることは少なくありません。しかし、行政

側も町民の声をお聞きしていないわけではなく、お聞きした声を町づくりに反映 

されているところは多々あると思われます。十分に届いていないというのが現状で

あると思われます。また、行政の対応に納得感がないこともあるのではないでしょ

うか。住民の声を町づくりにどのようにして反映させるのか、住民と行政が足並み

を揃えて発展していく町づくりとはどのようなものなのか、十分な検討が必要で 

あると思っております。 

 

２、目的 

奈良県三宅町では、民間目線のまちづくりをとても大切にされています。三宅町

交流まちづくりセンターＭｉｉＭｏは、施設の構想段階から住民の方々と施設機能

の検討を重ね、様々なニーズに応える施設となっています。利用者目線、住民目線

の運営を進めており、住民との対話から積極的に意見を取り入れており、住民の 

声を反映したまちづくりのお手本だと思っております。住民目線のまちづくりの 

ために心掛けていることは何か、何を大切にしてどのような取組をされているのか

を明らかにしたいためです。 
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３、内容と成果 

三宅町交流まちづくりセンター ＭｉｉＭｏについて 

背景と目標 

〇人口減少が続いている 

三宅町の人口は、１９９３年の８６７２人をピークに減少が続き、２０２１年に

は６７７０人まで減少しています。さらにこのまま人口が減少すると、２０６４年

には２５２１人とさらに減少し、小中学校の子どもの数は、約４５０人から１１６

人減少すると推計されています。 

 

〇三宅町の強みを生かし、まちの未来を育む 

このような状況の中で、三宅町の強みを生かし、まちの未来を育むことが求めら

れています。三宅町にはまちを支えるための「ひと」と、使われなくなっている・

活かしきれていない「もの」があります。また、幼稚園と小学校は一つで、中学校

も一緒なので、小さなころから社会人の一歩手前になるまで、町全体としてひとつ

の流れでよい環境を整えるのに適しています。 

 

〇ＭｉｉＭｏは「三宅町の未来を育むまちの拠点」 

それら三宅町の資産を活かし、「三宅町交流まちづくりセンターＭｉｉＭｏ」を

中心に、まちのみんなができること、やりたいことを積み重ねることで、未来に  

向けて「まちがよくなった」と実感できる、子どもたちが元気に暮らし、まち全体

が生き生きするような、三宅町の未来を目指します。 

 

建物概要 

〇敷地面積 １５４２．２８㎡   〇建築面積 ９６７．０２㎡ 

〇延床面積 １８８１．５６㎡ 

（内訳１階４４９．５１㎡・２階６９０．０８㎡・３階７４１．９７㎡） 

〇構造 鉄骨造   〇建物高さ １１．３５㎡ 

 

〇建築工事費 約７８５百万円   〇解体工事費 約７９百万円 

（以前の中央公民館敷地には広場と駐車場を、役場前駐車場にはＭｉｉＭｏを建設） 

〇外構工事費 約３１百万円   〇設計費 約１０７百万円 

〇備品費 約４０百万円   ⇒総事業費 約１０億円 

 

〇広場 人口芝   〇駐車場 ３１台（役場兼用） 
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主な諸室 

〇１Ｆ フリースペース・ＭｉｉＭｏホール・コワーキングカフェ・まちキッチン・

ＭｉｉＭｏ食堂⇒まちキッチンではごまの焙煎機もあります。煎り立ての

金ごまはふるさと納税の返礼品にもなっています。ＭｉｉＭｏホールの 

充足率は約５０％です。 

〇２Ｆ 図書フロア・自主学習スペース・学童保育クラブ 

〇３Ｆ コミュニティールーム１・２・３・子育て世代包括支援センター・事務室 

 

経過 

〇平成２９年度 三宅町複合施設整備基本構想 策定 

〇平成３０年度 三宅町複合施設整備基本計画 策定 

〇平成３１年度（令和元年度） （仮称）三宅町複合施設 基本方針・実施設計・

運営企画支援業務 スタート（令和 3年度まで） 

〇令和 ２年度 （仮称）三宅町複合施設新築工事・複合施設プロジェクトチーム 

発足・施設運営計画 策定 

〇令和 ３年度 ＭｉｉＭｏ運営委員会 発足・中央公民館解体・外構工事・グラ

ンドオープン 

 

組織 

管理体制 町直営（担当課：政策推進課） 

スタッフ：窓口コンシェルジュ３名・図書フロア４名 

⇒職員（会計年度任用職員）には、ＭｉｉＭｏの考え方を腑に落としていただく  

ため、毎月研修を実施されています。理念の共有を大事にされていて、ＭｉｉＭｏ

の理念を踏まえ、仕事をしていただけるよう職員の研修を開催している。 

 

住民参画等  

地域コーディネーター・キッチンシェアメンバー・図書運営委員会・ＭｉｉＭｏ  

クラブ 
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地域住民にＭｉｉＭｏの企画運営の最高決定機関に着いて頂く運営体制 

 

 

ＭｉｉＭｏは施設の構想段階から住民の方々と施設機能の検討を何度も重ね、 

住民の様々ニーズに応える施設になっています。構想段階では、複合化を目指して

いる施設利用者を対象に、フラットに住民が集まれる場所に出向いて「複合施設を

建てるのですが、どのような設備があれば良いと思いますか？」とざっくんばらん

に話を伺いに回られました。そして、利用者アンケート及び施設管理者アンケート

を実施後、町民プロジェクトチームを公募して１３名を採用してワークショップ 

形式で、課題の検討から最終的にはプロジェクトメンバーが中心で、住民タウン 

ミーティングを開催しました。構想・計画を決めた後、施設運営のルールを決める

ために、地域コーディネーターを公募して 7 名を採用して会議を開催しました。 

そこで「管理運営計画書」を作成していただきました。建設が完了してからは  

「運営委員会」メンバーに地域コーディネーターの方をスライドしてお入り頂き、

運営面での課題検討にご意見を頂く場として、ＭｉｉＭｏの企画運営についての 

最高決定機関に着いて頂きました。運営委員会メンバーは、１５人～４０人くらい

のワークショップを約２０回行った際に参加された方で、参加されたときの発言も

参考に、自分のやりたいことではなく、三宅町のことを思ってやって頂けること 

基準に選出されております。その結果、住民の方からの声を反映できるのと、行政

側の思いもご理解頂ける場となっています。運営委員会は、住民代表・職員・事業

者等ＭｉｉＭｏに参画する関係者から組織され、ＭｉｉＭｏ運営の方向性を決めら

れています。多数決はせず、運営委員会全員の納得の上で進める対話形式で進めら

れます。議会からの提案も運営委員会で審議され、ルール決めはすべて住民代表の

方を主役に決められています。 
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施設使用料を利用者に還元する循環型の財政 

 

 

 

ＭｉｉＭｏでは施設の基本的な維持管理・運営費は、行政サービスとして行政 

予算で確保されておりますが、ＭｉｉＭｏの機能充実のための必要な予算は、事業

費とされており、初期の立ち上げ期は、行政より事業費を支出されておりましたが、

現在は施設の収入で事業費をまかなえる循環型の運営をされております。機能充実

の例としては、「イベント実施費用」「コミュニティープロデューサー」「専門家  

アドバイス謝金」等です。事業費は、使用料など施設での収入をあて、地域や利用

者に還元するといった斬新な運営をされています。 

利用料金（次ページ参照）は比較的高いのですが、すべて交流まちづくり機能の

充実やＭｉｉＭｏイベント等により地域・利用者に還元されています。利用者の 

支払った利用料が、ＭｉｉＭｏの活性化に使われているという見える化で利用料が

高くても、利用者の満足度は高く、地域活動がより活発になった団体もあり、やり

たいことにはみんなでお金を出し合うようになりました。 

１階にあるＭｉｉＭｏホールでは、外部から内部の活動が見えないように仕切る

こともできるが、仕切りを使用すると利用料が全面使用で＋３０００円（クローズ）

となる料金設定をされています。これは、外部から見たときに内部で何をやって 

いるのか活動の様子を見えるようにして、住民交流を図るための取組であります。

これらの施設利用のルールも運営会議で決定されたものです。ＭｉｉＭｏの目標を

土台として、何にいくら使うのかは運営会議で決められております。事業費の使い

道を決める話し合いで時間はかかることもあるようですが、住民が自分たちで決め

たことでありますので、納得感があります。 

運営の課題としては、現在は直営だが、住民主体の企画運営を行う法人（まち  

づくり会社）にどのように移行していくかでありますが、地域起こし協力隊を中心

とした法人化がスムーズではないかと検討されております。 
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その他の取組 

〇ルール決めの徹底 

ＭｉｉＭｏではルール決めも徹底されております。各ルールも運営委員会で審議

され決定されます。例えば、ＭｉｉＭｏ食堂では調理器具を収納する場所などの 

ルール決めをして、ルールを守れない方に対しては、販売をお断りしたこともある

ようです。ルールを守って、みんなが快適に使えることを大切にされています。  

また、ＭｉｉＭｏひろば（人口芝の広場）では「ＭｉｉＭｏ ひろばのおやくそく」

を設けておりました。「禁止」ではなく「おやくそく」とすることで、ルールを   

守ろうという意識を高めて、みんな気持ちよく使えるような工夫もされております。

これらも運営委員会で決められました。 
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〇次世代のリーダー養成 

今は運営が成り立っていますが、将来はどうなるか分からないということから、

次世代のリーダー養成にも力を入れております。ゼロから子どもたち自身で企画し、

新しいことにチャレンジするプロセスを大切にされております。「周りの人をハッ

ピーにする」「三宅町の資源を活用する」プロジェクトを募集されており、ここに

もＭｉｉＭｏの理念が組み込まれております。 
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４、所見 

全国で２番目に小さい町である三宅町ですが、まず第一に、人と人との温かさを

感じさせて頂きました。職員がＭｉｉＭｏにいらっしゃった方に「〇〇さん！」と

積極的に声を掛けていて、いらっしゃった方の最近の様子などをお聞きしていま 

した。ひとりひとりの顔も覚えていて、いらっしゃった方を大切にされていること

がすぐに伝わって参りました。また、ＭｉｉＭｏの階段には、町民のチャレンジ  

したいことを掲示しており、町民のチャレンジをオープンにして、地域で応援して

いこうという取組もされていました。温もりと交流が何といっても最初に感じた 

魅力です。また、働いている方々にＭｉｉＭｏの理念を理解して頂くために、毎月

研修を開催しており、何のためにＭｉｉＭｏがあるのか、何を目指しているのか  

など、職員全員がＭｉｉＭｏの理念を共有されている徹底さは大変素晴らしいと  

思いました。それが、利用者の満足度の高さに繋がっているのではないでしょうか。 

また、住民の「やりたい」「やってみたい」を町が全力でサポートしており、住民

の声を反映しやすい運営体制にも参考になる点が数多くございます。住民の声を 

ＭｉｉＭｏの運営に取り入れるために、住民がＭｉｉＭｏの企画運営の意思決定の

最高決定機関にいることは興味深いです。ＭｉｉＭｏのイベント実施や施設使用時

のルール決めなど、住民代表を中心として、運営委員会で審議されている他に、  

事業費に使用料など施設での収入をあて、地域や利用者に還元するという斬新の 

運営も興味深いです。住民が事業費の使い道を審議できるのも、ＭｉｉＭｏ運営の

大きな特徴です。杉戸町においても、住民代表の意思決定により、事業費の使い道

を決めることは検討しても良いかと思っております。対話形式でひとつひとつの 

話し合いが行われるので、初期段階では、ルール決めがとても大変だったとお聞き

しております。しかしその結果、現在では住民からの納得感や満足度が高く、お互

いに気持ちよく使える施設を実現しております。住民代表の選出が、「三宅町のこと

を思ってやって頂ける」ことを基準としているのも大事なポイントだと思われます。

ＭｉｉＭｏは、住民と行政が協働して創り上げている施設の理想形のひとつである

と感じております。杉戸町においても、住民を主役として、行政がそれをサポート

していくことが「私たちの声が町に届いていない」ことへの解決策になるのではな

いかと考えます。これらの主役は住民であるというまちづくりを要望させていただ

きます。 

 

本視察にあたり、ご多忙にも関わらず、快くご対応してくださった寝屋川市議会

と寝屋川市職員の方々、三宅町議会と三宅町職員の方々に深く感謝を申し上げます。

また、視察先との連絡・調整等にお力添えいただきました杉戸町議会事務局にも心

より感謝を申し上げます。ご教示いただきました内容を杉戸町の発展繁栄のために

活かして参ります。誠にありがとうございました。 


